
東日本大震災復興支援 ひとりの小さな手プロジェクト通信 NO.22 
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 昼間の陽射しに暖かさが残るものの、朝夕の冷たく乾いた空気に、冬の訪れが

間近に感じられるようになりました。東日本大震災から４年８か月が過ぎ、５度

目の冬を迎えようとしている被災地の方々に心を寄せつつ、「ひとりの小さな手 

通信 第２２号」をお届けします。 

 先日開かれた「第１３回 チャリティーコンサート」の際に、教会の浅井恵美

子姉が、「お茶っこ」で訪れていらっしゃる被災地の方々のお話をしてくださいま

した。「お茶っこ」というのは、仮設住宅などで生活していらっしゃる方を訪ね、

一緒にお茶を飲みながらおしゃべりをするという交流の場です。浅井姉のお話を

通して、被災した方々は今もなお、心に重く沈んでいる辛い記憶に苦しみながら

様々な不安と戦っていらっしゃること、震災の記憶が人々の中で薄らいでいくこ

となく忘れずにいて欲しいと願っていらっしゃることを改めて心に刻みました。 

 確かにテレビのニュースや新聞で被災地の様子が報じられることがだんだんと

少なくなり、普段の生活の中では、被災地への関心や思いを意識して持ち続ける 

ことが必要になってきたのではないかと感じられます。 

最近、目にした「被災地の方の声」に、「つらい現実は背負っていくものでなく、

決して忘れることなく抱きかかえていくものだと最近思っています」という言葉

がありました。身内を亡くされたこの方の思いに目頭が熱くなると同時に、苦し

みや辛い現実を抱きかかえて歩む方たちに寄り添い支えられるよう、私たちは

日々祈り、考え、何かをしていかなくてはならないと強く思いました。遠くに居

ても、小さな力でも、私たちは自分たちにできることを考えながら過ごしていき

たいと思います。 

      「ひとりの小さな手」  

ひとりの小さな手 何もできないけど  

それでもみんなの手と手をあわせれば 何かできる何かできる 

       ひとりの小さな目 何も見えないけど  

それでもみんなのひとみで見つめれば 何か見える何か見える 

  ひとりの小さな声 何も言えないけど  

それでもみんなの声が集まれば 何か言える何か言える 

       ひとりで歩く道 遠くてつらいけど  

それでもみんなのあしぶみひびかせば 楽しくなる楽しくなる 

  ひとりの人間は とても弱いけど  

それでもみんなが集まれば強くなれる強くなれる 



◇活動報告  
  
 ○  ８月２９日(土) のげやまフェスティバル  

被災地支援募金 
「被災地に『忘れない』を届けよう」  ７，７４０円 

 のげやまフェスティバルの際、『忘れない』という思いを込め、募金活動を行いました。 
ご協力ありがとうございました。 

 
○１０月２５日(日) 第１3回 東日本大震災支援チャリティーコンサート開催 

    
去る１０月２５日(日)の午後、金 理愛さん(ソプラノ)、田村 洋貴さん(バリトン)、

赤松 笑さん(ピアノ)を迎え、第１３回東日本大震災支援チャリティーコンサートが開 
かれました。今回の出演者は、のげやまのホームページを通して「ひとりの小さな手」 
の活動を知り、コンサートの出演を申し出てくださった方々です。このような形で、私 
たちの支援活動の輪が広がっていくことは、大変心強く、嬉しく思いました。   
素敵な歌とピアノ、そして皆で楽しく声を合わせて歌う豊かな時が与えられ、多くの 

方々と共に被災地に心を寄せて祈りを捧げられましたことに心より感謝いたします。 
また、手作りの手芸品やケーキのバザーも皆さんに喜んでいただき、何よりでした。 
 

     チケット代  ４８，５００円   手作り品バザー  ３５，８００円 
義援金     ４，５１１円   ケーキバザー   ３６，１００円 

    
出演者交通費など経費を除く、チケット代、義援金、バザー売上金はのげやまフェス 

ティバルでの支援金等を合わせ、 
常総市鬼怒川水害義援金 ５０，０００円 
原町聖愛保育園・原町教会５０，０００円 
陸前高田ほっとカフェ  ２０，０００円、 
震災支援音楽プロジェクト３０，０００円を送らせていただきました。 

多くの方々のご協力をいただき心より感謝申し上げます。 
 陸前高田のほっとカフェには、手作りのコースター、手作りクッキーを一緒にお送りしま 
した。 

 
○ホームページで「ひとりの小さな手」の活動を知り、第48回卒園生保護者 竹内晴美さん 
 より図書カードをご寄附いただきました。活用させていただきたいと思います。 

 
◇被災地の情報コーナー 
  教育館玄関に、震災や被災地支援に関するコーナーがあります。 
  ○被災地からのお手紙、今までのお手紙などのファイル 
  ○ひとりの小さな手通信のバックナンバー  
  ○東日本大震災関連の本や新聞 
  ○今までのチャリティーコンサートのＤＶＤ 

どうぞ、関心をもってご覧ください。また、本、ＤＶＤなどの貸し出しもいたしますので、 
  ご希望の方は、お申し出ください。 

野毛山幼稚園 ＨＰ ひとりの小さな手を開けていただくと、今までの通信を見ることが 
できます。 
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楽しかったチャリティーコンサート 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          

ソプラノ 金理愛さん  バリトン 田村洋貴さん     

 ピアノ  赤松 笑さん 

 
 背中をピン! 

姿勢をよくして… 

  みんなで素敵な声で歌いました… 

 

 
 
 

◇今後の予定 

○第１４回 東日本大震災復興支援  チャリティーコンサート 

東日本大震災から５年となる来年３月、次の通り、第１４回のチャリティーコンサート

を予定しています。少し先の日程になりますが、ぜひ、多くの方にご来場いただきたいと

願っています。どうぞ、ご予定ください。 

２０１６年３月１３日（日） １３:３０〜 

町田謙介さん（ギター＆うた） elliさん（ウクレレ＆うた） 

伊藤 薫さん（カホン：打楽器） 

プロのミュージシャンの方々です… 

 

 

 

 


